
4‘ 
世
界
の
谷
崎
潤
一
郎

海
外
で
の
谷
崎
研
究

ー
ー
ー
ブ
ダ
ペ
ス
ト
会
議
報
告
を
か
ね
て

昨
一
九
九
七
年
八
月
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
ダ
ペ
ス
ト
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

日
本
研
究
協
会

(
E
A
J
S
)
の
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
四
日
間
に
及
ん

だ
大
会
最
終
日
の
八
月
三
十
日
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
を
主
題
と
す
る
パ
ネ

ル
が
組
ま
れ
た
。
海
外
に
お
け
る
谷
崎
研
究
の
動
向
を
紹
介
し
つ
つ
、
こ

の
谷
崎
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

谷
崎
潤
一
郎
の
作
品
は
、
海
外
で
と
り
わ
り
評
判
が
高
い
。
日
本
で
大

作
家
と
言
え
ば
、
森
鴎
外
や
夏
目
激
石
な
ど
を
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
だ

ろ
う
が
、
英
語
圏
で
は
谷
崎
の
方
が
寧
ろ
先
に
来
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
読
書
界
で
の
知
名
度
の
高
さ
、
翻
訳
の
豊
富
さ
で
は
、
鴎
外
・

激
石
な
ど
は
足
元
に
も
及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ
ー
、
ド
ナ
ル
ド
・
キ
l
ン
、
エ
ド
ウ

イ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
と
い
っ
た
、
数
々
の
優
れ
た
日
本
研
究
者
が
生
ま

れ
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
日
本
に
と
っ
て
非
常
に
幸
福
な
こ
と
だ
っ
た
と
思

う
。
少
数
派
の
域
を
脱
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ヨ
.
l
ロ
ツ
パ
の
日
本
研
究

と
比
べ
て
も
、
北
米
の
そ
れ
は
、
層
の
厚
み
が
違
っ
て
い
る
。
お
か
げ
で

日
本
研
究
は
北
米
で
市
民
権
を
得
て
、
一
大
産
業
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も

よ
い
だ
ろ
う
。

海
外
で
の
谷
崎
の
紹
介
・
研
究
も
、
北
米
が
主
導
権
を
握
っ
て
来
た
。

西
原
大
輔

第
二
次
大
戦
後
は
、
日
本
文
学
を
愛
す
る
一
流
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
読

み
ご
た
え
の
あ
る
英
訳
が
次
々
と
誕
生
し
て
い
る
。
サ
イ
デ
ン
ス
テ
ッ
カ

ー
氏
の
伝
言
、
『
m
p『

5
5
M
(「
琴
喰
ふ
虫
」
)
や
同
以
内
ミ
忌

H.bE

M
U
-
M
R
a
(
『
細
雪
」
)
、
そ
し
て
、
ア
ン
ソ
ニ

l
・
チ
ェ
ン
パ

l
ス
氏
の

ミ
き
さ
九
(
『
痴
人
の
愛
』
)
、
ハ
ワ

l
ド
・
ヒ
ペ
ッ
ト
氏
に
よ
る
司
自
町
民
ミ

(
『
鍵
」
)
や

b
&
q
え
ぬ
ミ
応
、
。
ミ
ミ
お
お
(
『
痕
痴
老
人
日
記
」
)
、
ポ

ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
氏
の

n
R
P
S一
号
、
て

s
a
~
a
ミ

S
S守
(
『
幼

少
時
代
』
)
、

h
S
F
ミぬ誌、

gh叫
吋
H
E
G
F
5
3
H
S
(
『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
を

ん
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
本
文
学
研
究
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、

谷
崎
は
最
も
英
訳
の
整
備
さ
れ
た
日
本
人
作
家
の
一
人
と
な
っ
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
一
つ
の
ピ

1
ク
を
経
験
し
た
谷
崎
研
究
だ
が
、
そ
の

後
も
研
究
・
翻
訳
共
に
盛
ん
で
あ
る
。
最
近
十
年
間
ほ
ど
の
研
究
の
主
な

動
向
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
。
ま
ず
特
筆
す
べ
き
は
、
一
九
九
五
年
四

月
五
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
開
催
さ
れ
た
谷
崎
潤
一
郎

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
谷
崎
の
イ
タ
リ
ア
語
へ
の
翻

訳
で
知
ら
れ
る
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
大
学
の
ア
ド
リ
ア
l
ナ
・
ポ
ス
カ
ロ
教
授
が

中
心
に
な
っ
て
聞
か
れ
た
国
際
学
会
で
あ
り
、
西
洋
の
谷
崎
研
究
者
が
一

同
に
会
し
た
観
が
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
日
本
語
版
学
会
論
文
集
『
谷
崎

一一114一一



海外での谷崎研究ープダペスト会議報告をかねて

潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
(
中
央
公
論
社
、
一
九
九
七
)
と
し
て
出
版

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
と
し
て
、
『
中
央
公
論
』
一

九
九
五
年
七
月
号
に
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
「
美
と
幻
想
一
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
谷
崎
研
究
学
会
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
が
あ
る
。

論
文
集
の
内
容
は
多
岐
に
及
ぶ
。
執
筆
者
も
、
既
に
評
価
の
定
ま
っ
た

学
者
か
ら
新
進
の
研
究
者
ま
で
幅
広
い
。
収
録
さ
れ
て
い
る
二
十
二
編
の

文
章
の
視
点
は
多
様
だ
が
、
ひ
と
つ
の
顕
著
な
特
徴
は
、
舞
台
芸
術
や
映

画
と
の
関
係
か
ら
谷
崎
を
論
じ
よ
う
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。
大
正
期
前
後

の
演
劇
黄
金
時
代
に
あ
っ
て
、
谷
崎
は
多
く
の
戯
曲
を
残
じ
、
ま
た
活
動

写
真
の
可
能
性
に
い
ち
早
く
目
を
つ
け
た
。
谷
崎
の
戯
曲
を
取
り
上
げ
た

ド
ナ
ル
ド
・
キ
l
ン
氏
、
新
歌
舞
伎
を
扱
っ
た
ジ
ャ
ン
u
ジ
ヤ
ツ
ク
・
チ

ユ
デ
ィ
ン
氏
、
純
映
画
劇
運
動
に
注
目
し
た
ジ
ョ
ア
ン
・
バ
ー
ナ
ー
デ
イ

氏
、
谷
崎
作
品
の
映
画
化
を
論
じ
た
ド
ナ
ル
ド
・
リ
チ
l
氏
な
ど
が
こ
の

傾
向
を
代
表
し
て
い
る
。

第
二
の
特
徴
は
、
谷
崎
の
「
言
説
」
の
聞
い
直
し
で
あ
る
。
耽
美
派

は
、
実
際
の
社
会
や
政
治
か
ら
文
学
を
切
り
離
そ
う
と
す
る
も
の
だ
が
、

こ
れ
を
も
う
一
度
現
実
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
考
え
よ
う
と
す
る
方
向
で

あ
る
。
「
細
雪
」
を
政
治
小
説
と
し
て
読
も
う
と
す
る
ア
ン
ソ
ニ

l
・
チ

エ
ン
パ

l
ス
氏
、
谷
崎
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
他
者
と
し
て
の
「
西
洋
」

は
、
主
観
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
ポ
l
ル
・
マ
ッ
カ

ー
シ
ー
氏
、
「
異
端
者
の
悲
し
み
」
の
「
は
し
が
き
」
を
取
り
上
げ
、
文

壇
と
国
家
と
い
う
二
つ
の
権
力
に
対
す
る
レ
ト
リ
ッ
ク
を
撤
密
に
分
析
し

た
ケ
ン
・
イ
ト

l
氏
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
谷
崎
の
作
品
が
西
洋
の
読
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
理
由
の

一
つ
は
、
谷
崎
が
日
本
の
伝
統
文
化
を
扱
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

の
作
品
は
、
西
洋
人
の
日
本
に
対
す
る
憧
僚
や
異
国
趣
味
を
満
足
さ
せ
て

き
た
。
ま
た
、
耽
美
的
・
類
廃
的
オ
リ
エ
ン
ト
と
い
う
西
洋
の
伝
統
的
東

洋
像
の
延
長
と
し
て
、
日
本
の
エ
ロ
テ
イ
シ
ズ
ム
が
す
ん
な
り
と
理
解
さ

れ
た
と
い
う
面
も
あ
る
と
思
う
。
小
説
に
登
場
す
る
日
本
の
伝
統
文
化

ゃ
、
大
胆
な
性
欲
の
描
写
が
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
と
し
て
の
日
本
の
イ
メ
ー

ジ
を
か
き
た
て
、
こ
れ
が
西
洋
人
読
者
に
と
っ
て
の
一
つ
の
魅
力
と
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
「
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
は
じ
め
に
」

で
ド
ナ
ル
ド
・
キ
1
ン
氏
が
言
う
よ
う
に
、
谷
崎
作
品
の
魅
力
は
異
国
趣

味
の
要
素
だ
け
で
は
な
い
。
九

0
年
代
に
入
っ
て
く
る
と
、
従
来
の
よ
う

な
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
日
本
趣
味
の
視
点
と
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を

試
み
る
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

単
著
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
近
年
の
谷
崎
研
究
で
は
、
同
内
巾
円
回
目
ハ
-

H円
0

・芯伺町
q
S
ロ
¥

b
ミ
ミ
~
ロ
ミ
N
Q

除
号
、
吉
診
さ
九
甲
明
、
ミ
ミ
伺
(
ω
宮口・

向。丘一

ω同国口同
O
丘

C
E
S『回一昨日、早巾凹
P
H
S
H
)

及
び
〉
豆
町
O
ロ
可
国
0
0仏

ny白円
H
M
σ

巾
吋
少
吋
』
w
h
M

山町内可同町

5.芯
hesh
ミ
n
a
N
F明
、
。
ミ
惨
な
同
2
b

ミN
Q
B

Eu的
、
片
凡
な
唱
曲
(
の
白
Bσ
ユ
門
釘
巾
一
白
血
吋
〈
阻
止

C
E
4巾円回一

q-M『巾印印・
5
2
)
の

二
冊
が
注
目
さ
れ
る
。
ケ
ン
・
イ
ト

1
の
て
宮
.
。

5
ミ
.
b
h包
.
誌
は
、

非
常
に
斬
新
な
谷
崎
論
だ
と
言
え
よ
う
。
特
に
第
二
章
「
、

Eo--。ユ巾ロペ・

白
ロ
門
ご

Z
R巧
gぺ
・
」
や
、
第
三
章
「
叶
宮
巧
何
回
丹
河
町
田
注
目
」
は
、
近

代
日
本
文
学
に
お
け
る
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
・
オ
ク
シ
デ
ン
タ
リ
ズ
ム
の

問
題
に
か
か
わ
る
議
論
で
あ
り
、
日
本
人
に
よ
る
「
日
本
」
や
「
西
洋
」

の
表
象
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
の
基
準
を
作
り
出
し
た
と
言
っ
て

も
よ
い
。
西
洋
人
が
「
日
本
的
」
だ
と
考
え
て
い
る
も
の
は
、
実
は
あ
る

歴
史
の
過
程
の
中
で
作
り
出
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
と
同
様

に
、
日
本
文
学
の
作
品
に
登
場
す
る
「
西
洋
」
な
る
も
の
も
、
オ
リ
エ
ン

タ
リ
ズ
ム
の
裏
返
し
に
過
ぎ
ず
、
一
面
的
で
偏
っ
た
言
説
に
満
ち
て
い

る
。
小
説
の
中
の
「
西
洋
」
な
る
も
の
が
、
実
際
の
西
洋
と
は
離
れ
た
、
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構
築
さ
れ
た
虚
構
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
イ
ト
l
氏

は
荷
風
と
谷
崎
の
作
品
に
即
し
つ
つ
見
事
に
論
じ
て
お
り
、
非
常
に
価
値

あ
る
論
考
で
あ
る
。
ま
た
〉
豆
町
。
ロ
可
図
。
。
ι
n
y白HHMσ
巾『
m-

同ヨど

め町内『
h

H

S

山.芯札口
H
t
~

』1h
同町
h
N一

~
s
s
司
、
~
九
伺
刊
誌
吋
む
さ
.
N
b
』
町
民
、
師
、
町
内
及
。
誌
は
、

七
篇
の
谷
崎
作
品
を
取
り
上
げ
、
作
家
の
理
想
世
界
を
論
じ
た
手
堅
い
研

究
室
日
で
あ
る
。

英
語
圏
以
外
に
つ
い
て
も
、
少
し
触
れ
て
お
き
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
で

は
、
ガ
リ
マ

l
ル
社
プ
レ
イ
ア
ッ
ド
叢
書
に
谷
崎
潤
一
郎
選
集
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ
る
。
ま
た
『
谷
崎
潤
一
郎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
「
序
文
」

に
よ
れ
ば
、
西
洋
に
お
け
る
谷
崎
研
究
の
書
誌
を
ま
と
め
た
E

吋
自
由
自
-

E
宮
巧
g
z
s
r
g
m
E
m沼田
3

な
る
本
が
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

と
い
う
。
西
洋
で
の
谷
崎
の
翻
訳
や
研
究
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
の

も
、
も
う
じ
き
だ
ろ
う
と
思
う
。
ア
ジ
ア
に
目
を
転
じ
る
と
、
西
洋
で
の

人
気
ぷ
り
と
は
対
照
的
に
、
谷
崎
の
研
究
は
少
な
い
。
韓
国
で
は
、
高
麗

大
学
校
の
金
春
美
教
授
に
よ
る
入
門
書
『
(
文
学
の
理
解
と
鑑
賞
九
十
二
)

谷
崎
潤
一
郎
』
(
建
国
大
学
出
版
部
、
一
九
九
七
)
が
あ
る
。
金
春
美
氏
の

ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
耽
美
派
の
文
学
は
、
永
井
荷
風
な
ど
も
含
め
て
研
究

は
活
発
で
な
く
、
激
石
・
芥
川
・
志
賀
と
い
っ
た
小
説
家
が
好
ま
れ
て
い

る
と
い
う
。
知
識
人
作
家
や
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
が
韓
国
の
文
学
風
土
に
受

け
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
一
方
中
国
で
は
、
谷
崎
作
品

の
翻
訳
は
早
く
も
一
九
こ

0
年
代
末
か
ら
上
海
で
行
わ
れ
始
め
、
戦
後
の

台
湾
や
大
陸
で
も
訳
本
は
出
て
い
る
。
『
中
国
語
日
本
書
綜
合
目
録
」
(
中

文
大
学
出
版
社
、
一
九
八
O
)
や
年
次
ご
と
の
『
中
国
書
籍
総
目
録
」
に
も
翻

訳
書
が
散
見
さ
れ
る
の
だ
が
、
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

最
後
に
、
一
九
九
七
年
八
月
に
プ
ダ
ペ
ス
ト
で
聞
か
れ
た
、
第
八
回
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
国
際
会
議
に
お
け
る
、
谷
崎
の
パ
ネ
ル
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
日
本
研
究
協
会
、
略
し
て
、

E
A
J
S

(開口円。

u
gロ〉印印。
nuzoロ
問
。
吋
』
白
匂
白
口
町
田
町

ω宮
門
出
巾
凹
)
と
い
う
学
会
は
、

欧
州
を
中
心
に
世
界
四
十
二
カ
国
、
個
人
会
員
数
七
百
人
強
の
参
加
が
あ

る
日
本
研
究
の
学
会
で
あ
る
。
政
治
・
社
会
・
経
済
・
歴
史
・
思
想
・
文

学
・
言
語
な
ど
、
日
本
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
研
究
者
が
参
加
し

て
い
る
。
そ
の
三
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
の
第
八
回
大
会
が
、

一
九
九
七
年
八
月
二
十
七
日
か
ら
三
十
日
ま
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
プ

ダ
ペ
ス
ト
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ

ョ
ン
を
始
め
、
多
く
の
日
系
財
団
・
企
業
が
資
金
を
提
供
し
て
お
り
、
会

場
や
交
通
・
印
刷
物
な
ど
、
周
到
な
準
備
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
大
江

健
三
郎
氏
ゃ
、
日
本
文
学
の
マ
ジ
ャ

l
ル
語
訳
を
出
版
し
た
経
験
も
あ
る

ア
l
ル
パ

l
ド
・
グ
ン
ツ
大
統
領
の
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
た
め
、
広
く
メ

デ
ィ
ア
の
関
心
も
集
め
た
よ
う
だ
。

E
A
J
S
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
組
織
さ

れ
て
い
る
学
会
だ
が
、
日
本
人
の
加
入
も
歓
迎
し
て
お
り
、
国
際
会
議
に

し
て
は
珍
し
く
日
本
語
で
の
発
表
が
可
能
で
あ
る
。

最
終
日
の
八
月
三
十
日
に
は
、
谷
崎
潤
一
郎
を
テ
l
マ
と
し
た
パ
ネ
ル

が
設
定
さ
れ
た
。
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
教
授
(
駿
河
台
大
学
)
の
司

会
の
も
と
、
千
葉
俊
二
教
授
(
早
稲
田
大
学
)
、
わ
た
く
し
西
原
大
輔
(
駿

河
台
大
学
)
及
び
ア
ン
ソ
ニ

l
・
リ

l
マ
ン
教
授
(
ト
ロ
ン
ト
大
学
)
の
順

番
で
、
発
表
・
討
論
を
行
っ
た
。

「
「
刺
青
』
の
美
学
」
と
題
さ
れ
た
千
葉
氏
の
発
表
で
は
、
「
二
重
映
し
」

と
い
う
視
点
か
ら
、
「
刺
青
」
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
谷
崎
の
関
心
事
は
、

二
重
映
し
の
世
界
を
ほ
ん
と
う
ら
し
く
語
る
点
に
あ
る
と
い
う
。
「
刺
青
」

に
お
い
て
も
、
実
際
の
入
れ
墨
の
作
業
で
は
あ
り
え
な
い
事
が
も
っ
と
も

ら
し
く
書
か
れ
て
い
る
。
千
葉
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
一
晩
で
背
中
一
面

に
刺
青
を
ほ
ど
こ
す
と
か
、
色
上
げ
を
よ
く
す
る
た
め
に
湯
に
つ
け
る
と

い
っ
た
こ
と
は
、
非
現
実
的
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
刺

青
師
の
家
に
内
風
呂
が
あ
っ
た
り
、
大
き
な
鏡
台
が
あ
っ
た
り
と
、
歴
史

的
に
不
自
然
な
箔
写
も
あ
る
。
ま
た
、
江
戸
の
物
語
た
る
「
刺
青
」
に
、

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
比
倫
と
し
て
出
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
千
葉
氏
は
、
ケ
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ン
-
イ
ト
!
の
奈
究
を
引
用
し
つ
つ
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
見
ら
れ
る
オ
リ

エ
ン
ト
へ
の
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
が
、
永
井
荷
風
経
由
で
反
映
し
た
も
の
で

あ
り
、
オ
リ
エ
ン
ト
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
が
江
戸
下
町
と
二
重
映
し
に
な

っ
て
い
る
の
だ
と
指
摘
し
た
。

次
い
で
西
原
は
「
吋
白
巳
N

白
E

E
ロ」
n
E円0.m
口一切
ncc吋印巾
O
ロ〔
V
E
吉
田

(
谷
崎
潤
一
郎
の
中
国
に
関
す
る
言
説
)
」
と
い
う
題
で
発
表
を
行
っ
た
。

谷
崎
は
い
わ
ゆ
る
「
支
那
趣
味
」
を
流
行
さ
せ
た
作
家
で
あ
り
、
一
九
一

八
年
の
中
国
旅
行
を
契
機
に
「
天
鷲
械
の
夢
」
「
秦
准
の
夜
」
「
鶴
一
眼
」

「
朝
鮮
雑
観
」
等
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
中
国
・
朝
鮮
を
、

不
可
思
議
な
物
語
の
舞
台
に
ふ
さ
わ
し
い
、
近
代
世
界
と
無
関
係
な
、
古

代
さ
な
が
ら
の
固
と
し
て
表
象
す
る
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
言
説
が
見

ら
れ
る
。
し
か
し
一
九
二
六
年
の
第
二
田
中
国
旅
行
で
、
田
漢
・
郭
沫
若

ら
中
国
の
知
識
人
と
対
話
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
谷
崎
は
植
民
地
化
に
苦

し
む
中
国
社
会
の
現
実
に
気
づ
き
、
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
中
国
観
は
覆

さ
れ
た
。
以
後
彼
は
「
支
那
趣
味
」
の
作
品
を
全
く
書
か
な
く
な
り
、
専
ら

母
国
日
本
を
オ
リ
エ
ン
ト
的
に
表
象
す
る
方
向
に
向
か
っ
た
と
論
じ
た
。

最
後
の
、
リ

l
マ
ン
氏
の
発
表
題
目
は
、
「
ω円円目立一口
m
p巾
列
。
-
ぬ
い

者
O
B白
ロ
出
回

ω
g
m巾
↓
巾
丘
町
ロ
吋
白
E
S
E
-
m
b
&ミ
ミ

b

ミ
ミ

。
ミ
ミ
ぬ
お
(
脚
本
作
り
一
谷
崎
の
「
癒
鳳
老
人
日
記
」
に
お
り
る
舞
台

テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
女
性
こ
で
あ
っ
た
。
リ
1
マ
ン
氏
は
、
『
癒
顧
老
人

日
記
」
を
歌
舞
伎
の
美
学
と
い
う
点
か
ら
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
『
痕
顕

老
人
日
記
」
の
冒
頭
は
歌
舞
伎
談
義
か
ら
始
ま
る
が
、
こ
れ
は
作
品
全
体

の
主
題
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
「
恩
讐
の
彼
方
へ
」
「
彦
市
ぱ
な

し
」
「
助
六
曲
輪
菊
」
と
い
っ
た
演
目
名
も
、
実
は
主
人
公
の
心
情
と
深

く
関
連
し
て
お
り
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
そ
し

て
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
芝
居
見
物
も
ま
ま
な
ら
な
い
老
人
は
、
心
の
中

の
舞
台
で
嫁
の
掴
子
を
花
魁
に
仕
立
て
あ
げ
、
自
宅
で
歌
舞
伎
を
演
じ
よ

う
と
し
て
い
る
と
主
張
す
る
。
老
人
と
姐
子
は
、
芝
居
を
演
じ
る
役
者
で

あ
り
、
他
の
家
族
は
そ
の
観
客
の
よ
う
に
箔
か
れ
て
い
る
と
し
、
具
体
的

に
作
品
を
分
析
し
た
。

今
回
プ
ダ
ペ
ス
ト
会
議
に
参
加
し
て
感
じ
た
の
は
、
日
本
人
に
よ
る
谷

崎
研
究
と
、
非
日
本
人
に
よ
る
谷
崎
研
究
が
、
ま
す
ま
す
相
互
に
刺
激
し

あ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
西
洋
で
の
谷
崎
研
究
は
、
い
わ
ゆ
る

ジ
ャ
パ
ノ
ロ
ジ
ー
か
ら
ジ
ャ
パ
ニ

1
ズ
・
ス
タ
デ
ィ

l
ズ
へ
と
変
貌
し
、

一
方
日
本
側
も
、
国
民
文
学
の
研
究
た
る
国
文
学
か
ら
、
世
界
に
聞
か
れ

た
日
本
文
学
の
研
究
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

E
A
J
S
の
よ
う
な
欧
州
の

学
会
に
も
、
日
本
人
が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
状
況
で
あ
れ
ば
、
西
洋
の
日

本
研
究
者
も
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
日
本
人
読
者
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
ま
た
日
本
人
に
よ
る
谷
崎
研
究
も
、
西
洋
で
の
谷
崎
研
究
の
動
向
を

無
視
で
き
な
い
。
谷
崎
研
究
に
お
い
て
、
内
外
の
研
究
者
の
緊
密
な
協
力

と
相
互
の
刺
激
が
進
ん
で
行
く
こ
と
だ
ろ
う
。

|
|
駿
河
台
大
学
専
任
講
師
・
比
較
文
字
|
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